
分類1 道路維持修繕工　－　橋梁補修補強工　－　その他

分類2 橋梁上部工　－　その他

技術の位置付け

特許

TEL
E-MAIL

株式会社エスイー　九州支店
福岡県福岡市博多区住吉4-3-2博多エイトビル3階

記入欄
期待される効果
・プレハブ型としたことで、工期短縮、施工性の向上が図れる。
・小口径アンカーで設置可能となり、既設橋への施工において鉄筋の切断の可能性が少なくなった。
・リミットピン上部に付けたフランジとバッファーを設けたことで、衝撃的な力を緩和でき、構造体への破壊の可能性を低減できる。また、上部工側
ソールプレート内にバッファーを納めたことで、リミットピンの目視点検可能な遊間を確保することができ、維持管理性が高まる。
・亜鉛アルミニウム溶射やDMコート等の表面処理は、溶融亜鉛めっき処理と比べ、高い防錆性能を持っている。

写真・図・表
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省力化,耐久性の向上,その他（工期短縮 ）開発目標
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技術賞，審査証明等

技術概要：（300字以内）
sata

問合せ先 住所 koshiro_tsurumura@se-corp.com

キーワード：コスト縮減・生産性の向上,
公共工事の品質確保・向上

092-473-0191会社名

橋梁上下部構造間の相対変位を制限する変位制限構造である。従来のアンカーバー方式による変位制限構造に対し、高い防錆性
能の確保と下部工側突起の点検を容易にしたと共に、コンパクト化してプレハブ型にしたことで、工期短縮、施工性の向上、コスト縮
減を可能にした。

8件 24件 2件
実績件数
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